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特集　ホントに使える電子回路教科書

ホントに使える回路㉗：基本差動増幅回路

●説明： 同相入力インピーダンスは反転入力と非反転入力で等しく，差動入力インピーダンスが反転入力と非
反転入力で異なる

　図4－2に示すのは，OPアンプ1個と抵抗4本で
構成された基本差動増幅回路です．反転入力と非反
転入力間の信号を増幅します．
　反転増幅回路と同様に，反転入力と非反転入力間

の信号源インピーダンスが誤差の原因です．ただし，
信号源インピーダンスを無視できるほど入力インピ
ーダンスが大きければ誤差の原因にはなりません．

図4－1　入力信号の差動成分だけを取り出して同相成分を除去する
差動ゲインGDMと同相ゲインGCMとの比である同相除去比CMRRが重要なパラメータ
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（b）          の定義CMRR

：差動増幅回路A
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■ 計算例
＝＝10倍， RS1＝10kΩR1

＝ ＝10kΩ∴ ，R1 R3 ＝ ＝100kΩR2 R4
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■ 値を求める式
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図4－2　回路

差動増幅回路
任意の2点間の電圧差を取り出して正確に増幅する4

　差動増幅回路は，入力信号に含まれる不要なコモ
ンモード・ノイズ（同相雑音）を除去し，必要な信号
だけを取り出す回路です．コモンモード・ノイズが
大きい環境では非常に有効です．コモンモード・ノ
イズは，図4－1（a）のように大地と信号源の間に表
れるのが一般的です．
　差動増幅回路は，入力信号の差動成分だけを取り

出し同相成分を除去します．図4－1（b）に示すよう
に差動ゲインGDMと同相ゲインGCMとの比すなわ
ちコモンモード・ノイズの除去比をCMRR（Common 
Mode Rejection Ratio，同相除去比）と呼び，差動
増幅回路では重要なパラメータです．差動増幅回路
では同相ゲインがゼロ（－∞dB）に近いほどよく，
ゼロであればCMRRは無限大になります．
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